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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対する輝度ヒストグラムを用いて平
均ヒストグラムを生成する段階と、
　前記平均ヒストグラムに基づいて輝度成分を変調された輝度成分を発生する段階と、
　前記変調された輝度成分に基づいて前記現在フレームに対する第１データを変調して前
記現在フレームに対する第２データを生成する段階と
　を含み、
　前記平均ヒストグラムを生成する段階は、
　前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対するヒストグラムを記憶する
段階と、前記現在フレームに対するヒストグラム及び前記記憶されたヒストグラムに加重
値を付与する段階と、前記加重値が付与された前記ヒストグラムを平均値に変換して前記
平均ヒストグラムを生成する段階と
　を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記現在フレームに対する前記第１データの輝度成分を抽出する段階と、
　前記現在フレームに対する前記輝度成分を輝度ヒストグラムに整列する段階と、
　前記輝度ヒストグラムを記憶する段階と
　をさらに含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
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　前記現在フレームに対する前記第１データの輝度成分を抽出する段階と、
　前記現在フレームに対する前記輝度成分を輝度ヒストグラムに整列する段階と、
　前記輝度ヒストグラムを記憶する段階と、
　前記現在フレームに対する前記ヒストグラムと前記平均ヒストグラムを比較して前記現
在フレームの画像が動画または静止画のいずれなのかを決める段階と、
　前記比較結果に基づいて前記第１及び第２データの中からいずれか一つのデータに従っ
て前記液晶表示装置を駆動する段階と
　をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　現在フレームの第１データの一部で輝度成分を抽出する段階と、
　前記現在フレームの輝度成分を輝度ヒストグラムに整列する段階と、
　前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対する輝度ヒストグラムを用い
て平均ヒストグラムを生成する段階と、
　前記平均ヒストグラムに基づいて前記現在フレームの第２データを生成する段階と、
　前記現在フレームのヒストグラムを前記平均ヒストグラムと比較して前記現在フレーム
が動画または静止画のいずれなのかを判別する段階と、
　比較結果に基づいて前記第１または第２データのいずれか一つに従って前記液晶表示装
置を駆動する段階と
　を含み、
　前記平均ヒストグラムを生成する段階は、
　前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対するヒストグラムを記憶する
段階と、
　前記現在フレームに対するヒストグラム及び前記記憶されたヒストグラムに加重値を付
与する段階と、
　前記加重値が付与された前記ヒストグラムを平均値に変換して前記平均ヒストグラムを
生成する段階と
　を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記加重値は前記現在フレームに近いフレームのヒストグラムであるほど高い
　ことを特徴とする請求項１または４記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　現在フレームの第１データを受信して前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレ
ームに対する輝度ヒストグラムを用いて平均ヒストグラムを生成し、前記平均ヒストグラ
ムに基づいて前記現在フレームの第２データを生成する画像信号変調手段と、
　前記平均ヒストグラムに基づいてバックライト制御信号を発生するバックライト制御部
と
　を具備し、
　前記画像信号変調手段は、
　前記現在フレームの第１データを輝度成分と色差成分に分離するための輝度／色分離部
と、
　前記輝度成分をヒストグラムに変換するヒストグラム分析部と、
　前記ヒストグラム分析部により分析された現在フレームより前の少なくとも二つのフレ
ームに対するヒストグラムを記憶する記憶部と、
　現在フレームに対するヒストグラム及び前記記憶部に記憶されたヒストグラムに加重値
を付与し、加重値が付与された前記ヒストグラムを平均値に変換して前記平均ヒストグラ
ムを生成する平均値算出部と、
　前記平均ヒストグラムを用いて前記輝度／色分離部から抽出された輝度成分を変調する
ためのデータ処理部と、
　前記変調された輝度成分と前記色差成分に基づいて前記第２データを生成する輝度／色
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ミキシング部と
　を具備する
　ことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置の駆動方法及び駆動装置に関するもので、特に、動画像を表示す
る時、データの明暗比を改良すると共にと共にデータに対応してバックライトの輝度を変
更するようにした液晶表示装置の駆動方法及び駆動装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置はビデオ信号に従って液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。こ
のような液晶表示装置はセルごとにスイッチング素子が形成されたアクティブマトリック
ス（Active Matrix）タイプに具現されてコンピューター用モニター、事務機器、セルラ
ホンなどの表示装置に適用されている。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に
使われるスイッチング素子としては、主に薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor; 以
下 "ＴＦＴ"という）が利用されている。
【０００３】
　図１は、従来の液晶表示装置の駆動装置を概略的に示したものである。
　図１を参照すると、従来の液晶表示装置の駆動装置は、ｍ×ｎ個の液晶セル（Ｃlc）が
マトリックス状に配列されてｍ個のデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）とｎ個のゲートライン
（Ｇ１乃至Ｇｎ）が交差する交差部にＴＦＴが形成された液晶パネル２と、液晶パネル２
のデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）にデータ信号を供給するためのデータドライバ４と、ゲ
ートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）にスキャン信号を供給するためのゲートドライバ６と、デー
タドライバ４にガンマ電圧を供給するためのガンマ電圧供給部８と、システム２０から供
給される同期信号を用いてデータドライバ４とゲートドライバ６を制御するためのタイミ
ングコントローラ１０と、電源供給部１２から供給される電圧を用いて液晶パネル２に供
給される電圧を発生するための直流／直流変換部（以下"ＤＣ／ＤＣ変換部"という）１４
と、バックライト１８を駆動するためのインバータ１６とを具備する。
【０００４】
　システム２０は、垂直／水平同期信号（Vsync, Hsync）、クロック信号（ＤＣＬＫ）、
データイネーブル信号（ＤＥ）及びデータ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）をタイミングコントローラ１０
に供給する。
【０００５】
　液晶パネル２は、データライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）とゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）の交
差部にマトリックス状に配置される複数の液晶セル（Ｃlc）を具備する。液晶セル（Ｃlc
）にそれぞれ形成されたＴＦＴは、ゲートライン（Ｇ）から供給されるスキャン信号に応
答してデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）から供給されるデータ信号を液晶セル（Ｃlc）に供
給する。また、液晶セル（Ｃlc）のそれぞれにはストレージキャパシタ（Ｃst）が形成さ
れる。ストレージキャパシタ（Ｃst）は、液晶セル（Ｃlc）の画素電極と前段ゲートライ
ンの間または液晶セル（Ｃlc）の画素電極と共通電極ラインの間に形成されて液晶セル（
Ｃlc）の電圧を一定に維持させる。
【０００６】
　ガンマ電圧供給部８は、複数のガンマ電圧をデータドライバ４に供給する。
【０００７】
　データドライバ４は、タイミングコントローラ１０からの制御信号（ＣＳ）に応答して
デジタルビデオデータ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を階調値に対応するアナログガンマ電圧（データ信
号）に変換して、このアナログガンマ電圧をデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給する。
【０００８】
　ゲートドライバ６は、タイミングコントローラ１０からの制御信号（ＣＳ）に応答して



(4) JP 4198678 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

スキャンパルスをゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）に順次供給してデータ信号が供給される
液晶パネル２の水平ラインを選択する。
【０００９】
　タイミングコントローラ１０は、システム２０から入力される垂直／水平同期信号（Vs
ync, Hsync）及びクロック信号（ＤＣＬＫ）を用いてゲートドライバ６及びデータドライ
バ４を制御するための制御信号（ＣＳ）を生成する。ここで、ゲートドライバ６を制御す
るための制御信号（ＣＳ）にはゲートスタートパルス（Gate Start Pulse：GSP）、ゲー
トシフトクロック（Gate Shift Clock：GSC）、ゲート出力信号（Gate Output Eｎable：
GOE）などが含まれる。また、データドライバ４を制御するための制御信号（ＣＳ）には
ソーススタートパルス（Source Start Pulse：GSP）、ソースシフトクロック（Source Sh
ift Clock：SSC）、ソース出力信号（Source Output Eｎable：SOC）及び極性信号（Pola
rity：POL）などが含まれる。また、タイミングコントローラ１０は、システム２０から
供給されるデータ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を再整列してデータドライバ４に供給する。
【００１０】
　ＤＣ／ＤＣ変換部１４は、電源供給部１２から入力される３．３Ｖの電圧を昇圧または
減圧して液晶パネル２に供給される電圧を発生する。このＤＣ／ＤＣ変換部１４は、ガン
マ基準電圧、ゲートハイ電圧（VGH）、ゲートロー電圧（VGL）及び共通電圧（Vcom）など
を生成する。
【００１１】
　インバータ１６は、バックライト１８を駆動させるための駆動電圧（駆動電流）をバッ
クライト１８に供給する。バックライト１８は、インバータ１６から供給される駆動電圧
（または駆動電流）に対応するする光を生成して液晶パネル２に供給する。
【００１２】
　このように駆動される液晶パネル２で鮮明な画像を表示するためにはデータに対応した
明暗（明るさと暗さ）比を与えなければならない。しかし、従来のバックライト１８はデ
ータと無関係に絶えず一定な明るさの輝度を生成するので、ダイナミックで鮮明な画像を
表示することが困難であった
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明の目的は、動画像を表示する時、データの明暗比を拡張すると共に
データに対応してバックライトの輝度を変更するようにした液晶表示装置の駆動方法及び
駆動装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、現在フレームよ
り前の少なくとも二つのフレームに対する輝度ヒストグラムを用いて平均ヒストグラムを
生成する段階と、前記平均ヒストグラムに基づいて輝度成分を変調された輝度成分を発生
する段階と、前記変調された輝度成分に基づいて前記現在フレームに対する第１データを
変調して前記現在フレームに対する第２データを生成する段階とを含み、前記平均ヒスト
グラムを生成する段階は、前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対する
ヒストグラムを記憶する段階と、前記現在フレームに対するヒストグラム及び前記記憶さ
れたヒストグラムに加重値を付与する段階と、前記加重値が付与された前記ヒストグラム
を平均値に変換して前記平均ヒストグラムを生成する段階とを含む。
【００１５】
　また、他の発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、現在フレームの第１データの一部で
輝度成分を抽出する段階と、前記現在フレームの輝度成分を輝度ヒストグラムに整列する
段階と、前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対する輝度ヒストグラム
を用いて平均ヒストグラムを生成する段階と、前記平均ヒストグラムに基づいて前記現在
フレームの第２データを生成する段階と、前記現在フレームのヒストグラムを前記平均ヒ
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ストグラムと比較して前記現在フレームが動画または静止画のいずれなのかを判別する段
階と、比較結果に基づいて前記第１または第２データのいずれか一つに従って前記液晶表
示装置を駆動する段階とを含み、前記平均ヒストグラムを生成する段階は、前記現在フレ
ームより前の少なくとも二つのフレームに対するヒストグラムを記憶する段階と、前記現
在フレームに対するヒストグラム及び前記記憶されたヒストグラムに加重値を付与する段
階と、前記加重値が付与された前記ヒストグラムを平均値に変換して前記平均ヒストグラ
ムを生成する段階とを含む。
　さらに、本発明に係る液晶表示装置の駆動装置は、現在フレームの第１データを受信し
て前記現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対する輝度ヒストグラムを用い
て平均ヒストグラムを生成し、前記平均ヒストグラムに基づいて前記現在フレームの第２
データを生成する画像信号変調手段と、前記平均ヒストグラムに基づいてバックライト制
御信号を発生するバックライト制御部とを具備し、前記画像信号変調手段は、前記現在フ
レームの第１データを輝度成分と色差成分に分離するための輝度／色分離部と、前記輝度
成分をヒストグラムに変換するヒストグラム分析部と、前記ヒストグラム分析部により分
析された現在フレームより前の少なくとも二つのフレームに対するヒストグラムを記憶す
る記憶部と、前記現在フレームに対するヒストグラム及び及び前記記憶部に記憶されたヒ
ストグラムに加重値を付与し加重値が付与された前記ヒストグラムを平均値に変換して前
記平均ヒストグラムを生成する平均値算出部と、前記平均ヒストグラムを用いて前記輝度
／色分離部から抽出された輝度成分を変調するためのデータ処理部と、前記変調された輝
度成分と前記色差成分に基づいて前記第２データを生成する輝度／色ミキシング部とを具
備する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下図２乃至図８を参照して本発明の望ましい実施の形態に対して説明することにする
。
【００１７】
　図２は、本発明の実施の形態による液晶表示装置の駆動装置を示すブロック図である。
【００１８】
　図２を参照すると、本発明の実施の形態による液晶表示装置の駆動装置は、ｍ×ｎ個の
液晶セル（Ｃlc）がマトリックス状に配列されてｍ個のデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）と
ｎ個のゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）の交差部にＴＦＴが形成された液晶パネル２２と、
液晶パネル２２のデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）にデータ信号を供給するためのデータド
ライバ２４と、ゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）にスキャン信号を供給するためのゲートド
ライバ２６と、データドライバ２４にガンマ電圧を供給するためのガンマ電圧供給部２８
と、画質改善部４２から供給される第２同期信号を用いてデータドライバ２４とゲートド
ライバ２６を制御するためのタイミングコントローラ３０と、電源供給部３２から供給さ
れる電圧を用いて液晶パネル２２に供給される電圧を発生するためのＤＣ／ＤＣ変換部３
４と、バックライト３８を駆動するためのインバータ３６と、入力データの明暗比を選択
的に強調すると共に入力データに対応する明るさ制御信号（Dimming）をインバータ３６
に供給するための画質改善部４２とを具備する。
【００１９】
　システム４０は、第１垂直／水平同期信号（Vsync１, Hsync１）、第１クロック信号（
ＤＣＬＫ１）、第１データイネーブル信号（ＤＥ１）及び第１データ（Ri,Gi,Bi）を画質
改善部４２に供給する。
【００２０】
　液晶パネル２２は、データライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）及びゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）
の交差部にマトリックス状に配置される複数の液晶セル（Ｃlc）を具備する。液晶セル（
Ｃlc）にそれぞれ形成されたＴＦＴは、ゲートライン（Ｇ）から供給されるスキャン信号
に応答してデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）から供給されるデータ信号を液晶セル（Ｃlc）
に供給する。また、液晶セル（Ｃlc）のそれぞれにはストレージキャパシタ（Ｃst）が形
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成される。ストレージキャパシタ（Ｃst）は、液晶セル（Ｃlc）の画素電極と前段ゲート
ラインの間または液晶セル（Ｃlc）の画素電極と共通電極ラインの間に形成されて液晶セ
ル（Ｃlc）の電圧を一定に維持させる。
【００２１】
　ガンマ電圧供給部２８は複数のガンマ電圧をデータドライバ２４に供給する。
【００２２】
　データドライバ２４は、タイミングコントローラ３０からの制御信号（ＣＳ）に応答し
てデジタルビデオデータ（Ro,Go,Bo）を階調値に対応するアナログガンマ電圧（データ信
号）に変換して、そのアナログガンマ電圧をデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給する。
【００２３】
　ゲートドライバ２６は、タイミングコントローラ３０からの制御信号（ＣＳ）に応答し
てスキャンパルスをゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）に順次供給してデータ信号が供給され
る液晶パネル２２の水平ラインを選択する。
【００２４】
　タイミングコントローラ３０は、画質改善部４２から入力される第２垂直／水平同期信
号（Vsync２, Hsync２）及び第２クロック信号（ＤＣＬＫ２）を用いてゲートドライバ２
６及びデータドライバ２４を制御するための制御信号（ＣＳ）を生成する。ここで、ゲー
トドライバ２６を制御するための制御信号（ＣＳ）にはゲートスタートパルス（Gate Sta
rt Pulse：GSP）、ゲートシフトクロック（Gate Shift Clock：GSC）、ゲート出力信号（
Gate Output Eｎable：GOE）などが含まれる。また、データドライバ２４を制御するため
の制御信号（ＣＳ）にはソーススタートパルス（Source Start Pulse：GSP）、ソースシ
フトクロック（Source Shift Clock：SSC）、ソース出力信号（Source Output Eｎable：
SOC）及び極性信号（Polarity：POL）などが含まれる。同時に、タイミングコントローラ
３０は画質改善部４２から供給される第２データ（Ro,Go,Bo）を再整列してデータドライ
バ２４に供給する。
【００２５】
　ＤＣ／ＤＣ変換部３４は、電源供給部３２から入力される３．３Ｖの電圧を昇圧または
減圧して液晶パネル２２に供給される電圧を発生する。このＤＣ／ＤＣ変換部３４はガン
マ基準電圧、ゲートハイ電圧（VGH）、ゲートロー電圧（VGL）及び共通電圧（Vcom）を生
成する。
【００２６】
　インバータ３６は、画質改善部４２から供給される明るさ制御信号（Dimming）に対応
する駆動電圧（または駆動電流）をバックライト３８に供給する。言い換えると、インバ
ータ３６からバックライト３８に供給される駆動電圧（駆動電流）は画質改善部４２から
供給される明るさ制御信号（Dimming）により決まる。バックライト３８はインバータ３
６から供給される駆動電圧（駆動電流）に対応する明るさの光を液晶パネル２２に供給す
る。
【００２７】
　画質改善部４２は、システム４０から入力される第１データ（Ri,Gi,Bi）を用いてフレ
ーム単位で輝度成分を抽出して、抽出されたフレーム単位の輝度成分に対応して第１デー
タ（Ri,Gi,Bi）の階調値を変更した第２データ（Ro,Go,Bo）を生成する。ここで、画質改
善部４２は、入力データ（Ri,Gi,Bi）に対比して明暗比が拡張されるように第２データ（
Ro,Go,Bo）を生成する。
【００２８】
　また、画質改善部４２は、輝度成分に対応する明るさ制御信号（Dimming）を生成して
インバータ３６に供給する。実質的に、画質改善部４２は、輝度成分からバックライトを
制御することができる制御値（例えば、最頻値（一フレーム内で最も最も多く存在する階
調値）または平均値（一フレーム内での階調の平均値））を抽出して、抽出された制御値
を用いて明るさ制御信号（Dimming）を生成する。ここで、画質改善部４２は、輝度成分
の階調に対応するバックライトの輝度を少なくとも二つ以上の区間に分けて、制御値に対
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応して輝度の区間が選択されるように明るさ制御信号（Dimming）を生成する。
【００２９】
　また、画質改善部４２は、システム４０から入力される第１垂直／水平同期信号（Vsyn
c１, Hsync１）、第１クロック信号（ＤＣＬＫ１）、第１データイネーブル信号（ＤＥ１
）を用いて第２データ（Ro,Go,Bo）に同期する第２垂直／水平同期信号（Vsync２, Hsync
２）、第２クロック信号（ＤＣＬＫ２）、第２データイネーブル信号（ＤＥ２）を生成す
る。
【００３０】
　このため、画質改善部４２は、図３のように、第１データ（Ri,Gi,Bi）を用いて第２デ
ータ（Ro,Go,Bo）を生成するための画像信号変調手段１００と、画像信号変調手段１００
の制御により明るさ制御信号（Dimming）を生成するためのバックライト制御手段１０２
及び第２垂直／水平同期信号（Vsync２,Hsync２）、第２クロック信号（ＤＣＬＫ２）、
第２データイネーブル信号（ＤＥ２）を生成するための制御部１２２とを具備する。
【００３１】
　制御部１２２は、システム４０から入力される第１垂直／水平同期信号（Vsync１, Hsy
nc１）、第１クロック信号（ＤＣＬＫ１）及び第１データイネーブル信号（ＤＥ１）を受
信する。また、制御部１２２は、第２データ（Ro,Go,Bo）に同期するように第２垂直／水
平同期信号（Vsync２, Hsync２）、第２クロック信号（ＤＣＬＫ２）及び第２データイネ
ーブル信号（ＤＥ２）を生成してタイミングコントローラ３０に供給する。
【００３２】
　画像信号変調手段１００は、第１データ（Ri,Gi,Bi）から輝度成分Ｙを抽出して、抽出
された輝度成分Ｙを用いて明暗比が部分的に強調された第２データ（Ro,Go,Bo）を生成す
る。このため、画像信号変調手段１００は、輝度／色分離部１０４、遅延部１０６、輝度
／色ミキシング部１０８、ヒストグラム分析部１１０、記憶部１１２、平均値算出部１１
４、データ処理部１１６及び加重値付与部１２４を具備する。
【００３３】
　輝度／色分離部１０４は、第１データ（Ri,Gi,Bi）を輝度成分Ｙ及び色差成分Ｕ，Ｖに
分離する。ここで、輝度成分Ｙ及び色差成分Ｕ，Ｖのそれぞれは式（１）乃至（３）によ
り求められる。
【００３４】
　Ｙ＝０．２２９×Ri＋０．５８７×Gi＋０．１１４×Bi　　　（１）
　Ｕ＝０．４９３×（Bi－Ｙ）　　　（２）
　Ｖ＝０．８８７×（Ri－Ｙ）　　　（３）
【００３５】
　式（１）で輝度成分Ｙを求めるための常数値（０．２２９, ０．５７８, ０．１１４）
は、輝度成分の分布を調節するために少しずつ調整される。
【００３６】
　ヒストグラム分析部１１０は、輝度成分Ｙをフレーム単位の階調に区分する。言い換え
ると、ヒストグラム分析部１１０は、フレーム単位で輝度成分Ｙを階調に対応するように
配置して図５Ａ乃至図５Ｄのようなヒストグラムを得る。ここで、ヒストグラムの形は第
１データ（Ri,Gi,Bi）の輝度成分に対応して多様に設定される。そして、ヒストグラムで
Ｘ軸は階調値を示し、Ｙ軸は階調の頻度数を示す。
【００３７】
　記憶部１１２は、現在フレームに隣接した少なくとも二つのフレーム分のヒストグラム
を記憶する。実際に、記憶部１１２には、現在フレームに隣接した複数フレーム分のヒス
トグラムが記憶される。例えば、記憶部１１２には、現在フレームに隣接した１０個のフ
レーム分のヒストグラムが記憶される。
【００３８】
　加重値付与部１２４は、記憶部１１２に記憶された複数のフレーム分のヒストグラムに
加重値を付与する。この時、加重値付与部１２４は、現在フレームに隣接するほどさらに
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高い加重値を付与する。
【００３９】
　例えば、加重値付与部１２４は、記憶部１１２に記憶されたヒストグラムに式（４）の
ように加重値を付与することができる。
　H_gram5×ｉ＋H_gram4×２ｉ＋H_gram3×３ｉ＋H_gram2×４ｉ＋H_gram1×５ｉ　（４
）
【００４０】
　式（４）において、"H_gramX"のH_gramはヒストグラムを示す。また、"X"はフレームの
位置を示す。ここで、"X"の値が大きいほど現在フレームから遠いヒストグラムを示し、"
X"の値が小さいほど現在フレームに近いヒストグラムを示す。
【００４１】
　式（４）を参照すると、加重値付与部１２４は、現在フレームで近いフレームであれば
あるほど高い加重値（ｉ）を付与する。また、現在フレームから遠いフレームであるほど
低い加重値（ｉ）を付与する。すなわち、確率的に現在フレームに近いフレームであれば
あるほど現在表示される画像と類似した画像を持つので、現在フレームに近いフレームで
あればあるほど高い加重値を付与することによって平均値算出部１１４により現在フレー
ムで表示される画像と類似のパターンを持つ平均ヒストグラムを生成することができる。
【００４２】
　平均値算出部１１４は、記憶部１１２に含まれたヒストグラムの平均を算出する。例え
ば、記憶部１１２には、図５Ａ乃至図５Ｄのような形で記憶部１１２に記憶されているそ
れぞれの階調値を平均値に変換して一つのヒストグラム（平均ヒストグラム）を生成する
。ここで、加重値付与部１２４から付与された加重値により現在フレームに近いフレーム
であればあるほど平均値算出部１１４で生成される平均ヒストグラムに多い影響を与える
ようになる。
【００４３】
　データ処理部１１６は、平均値算出部１１４で算出された平均ヒストグラムを用いて明
暗比が強調された変調された輝度成分ＹＭを生成する。データ処理部１１６で明暗比が強
調された変調された輝度成分ＹＭを生成する方法としては多様な方法が利用することがで
きる。例えば、データ処理部１１６で明暗比が拡張されるように変調する方法は本出願人
により既に出願された韓国出願番号"２００３－０３６２８９"、"２００３－０４０１２
７"、"２００３－０４１１２７"、"２００３－８０１７７"、"２００３－８１１７１"、"
２００３－８１１７２"、"２００３－８１１７３"、"２００３－８１１７５"などにより
記述されている。同時に、データ処理部１１６で明暗比が拡張されるようにする多様な方
法は公知である。データ処理部１１６の動作は、本出願人により既に出願された方法また
は現在公知の方法が選択される。
【００４４】
　遅延部１０６は、データ処理部１１６で変調された輝度成分ＹＭが生成されるまで色差
成分Ｕ，Ｖを遅延させる。また、遅延部１０６は、変調された輝度成分ＹＭと同期するよ
うに遅延された色差成分ＵＤ，ＶＤを輝度／色ミキシング部１０８に供給する。
【００４５】
　輝度／色ミキシング部１０８は、変調された輝度成分ＹＭ及び遅延された色差成分ＵＤ
，ＶＤを用いて第２データ（Ro,Go,Bo）を生成する。第２データ（Ro,Go,Bo）は式（５）
乃至（７）により求められる。
　Ｒ＝Ｙ＋０．０００×Ｕ＋１．１４０×Ｖ　　　　　（５）
　Ｇ＝Ｙ－０．３９６×Ｕ－０．５８１×Ｖ　　　　　（６）
　Ｂ＝Ｙ＋２．０２９×Ｕ＋０．０００×Ｖ　　　　　（７）
【００４６】
　ここで、第２データ（Ro,Go,Bo）は、明暗比が強調された変調された輝度成分ＹＭによ
り生成されるから第１データ（Ri,Gi,Bi）に比較して明暗比が拡張されるようになる。こ
のような第２データ（Ro,Go,Bo）はタイミングコントローラ３０に供給される。
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【００４７】
　バックライト制御手段１０２は、平均値算出部１１４から制御値を抽出して、抽出され
た制御値を用いて明るさ制御信号（Dimming）を生成する。ここで、制御値はバックライ
ト３８の輝度が変化されるようにする値で多様に設定することができる。例えば、制御値
で最頻値（一フレームのヒストグラムで最も最も多く存在する階調値）または平均値（一
フレーム階調の平均値）を利用することができる。
【００４８】
　このようなバックライト制御手段１０２は、制御値抽出部１１８及びバックライト制御
部１２０を具備する。
【００４９】
　制御値抽出部１１８は、平均値算出部１１４から算出された平均ヒストグラムから制御
値を抽出してバックライト制御部１２０に供給する。バックライト制御部１２０は、図４
のように、輝度成分Ｙの階調を複数の領域に分けて、それぞれの領域ごとに互いに異なる
輝度の光が供給されることができるようにバックライト３８を制御する。言い換えると、
バックライト１２０は、自分に供給される制御値に対応する明るさ制御信号（Dimming）
を生成する。例えば、バックライト制御部１２０は、制御値抽出部１１８から１３０の制
御値が供給される場合、１３０の階調に対応する光が生成されることができるように明る
さ制御信号（Dimming）を生成する。及び、バックライト制御部１２０は制御値抽出部１
１８から１００の制御値が供給される場合、１３０より一段階低い光が生成されることが
できるように明るさ制御信号（Dimming）を生成する。 
【００５０】
バックライト制御部１２０で生成された明るさ制御信号（Dimming）はインバータ３６に
供給される。インバータ３６は、明るさ制御信号（Dimming）に対応してバックライト３
８を制御することによって明るさ制御信号（Dimming）に対応する光が液晶パネル２２に
供給されるようにする。
【００５１】
　このように、本発明では、少なくとも２フレーム以上のヒストグラムを用いて平均ヒス
トグラムを生成し、その平均ヒストグラムを用いて明暗比が強調された第２データ（Ro,G
o,Bo）を生成するので、従来に比較してダイナミックな画像を表示することができる。同
時に、本発明では、平均ヒストグラムから制御値を抽出して、抽出された制御値を用いて
バックライト３８の輝度を制御することによって従来に比較して力動的でダイナミックな
画像を表示することができる。また、本発明では、複数のフレームの結果を用いて輝度を
制御するので、ノイズなどにより液晶パネル２２の輝度が急激に変化することを防止する
ことができる。
【００５２】
　しかし、図３のような本発明の画質改善部４２では静止画を表示する場合にもデータ及
びバックライト３８の輝度を変更するので、表示品質が低下する場合がある。これを詳し
く説明する。液晶パネル２２は、ノートブックモニター、デスクトップモニター及び一般
テレビなど多様に利用されている。ここで、液晶パネル２２がモニターに利用される場合
、（TV信号を表示する場合にも静止画を表示することができる）多様な静止画を表示する
場合が発生する。しかし、図３のような本発明の画質改善部４２では静止画を表示する場
合にも輝度が変更されるので、これによって表示品質が低下する心配がある。
【００５３】
　このような短所を補完するために、図６のような本発明の他の実施の形態による画質改
善部４２が提案される。図６を説明する時、図３に図示された画質改善部と同一な機能を
するブロックは同一符号を付してその説明は省略することにする。
【００５４】
　図６を参照すると、本発明の他の実施の形態による画質改善部４２は、第１データ（Ri
,Gi,Bi）を用いて第２データ（Ro,Go,Bo）を生成するための画像信号変調手段１００と、
画像信号変調手段１００の制御により明るさ制御信号（Dimming）を生成するためのバッ
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クライト制御部１２１と、第２垂直／水平同期信号（Vsync２,Hsync２）、第２クロック
信号（ＤＣＬＫ２）、第２データイネーブル信号（ＤＥ２）を生成するための制御部１２
２と、静止画または動画を判別するための画像判別部１３１と、画像判別部１３１の制御
により駆動される選択部１３２とを具備する。
【００５５】
　制御部１２２は、システム４０から入力される第１垂直／水平同期信号（Vsync１, Hsy
nc１）、第１クロック信号（ＤＣＬＫ１）及び第１データイネーブル信号（ＤＥ１）を受
信する。また、制御部１２２は、選択部１３２から出力される第１データ（Ri,Gi,Bi）ま
たは第２データ（Ro,Go,Bo）に同期するように第２垂直／水平同期信号（Vsync２, Hsync
２）、第２クロック信号（ＤＣＬＫ２）及び第２データイネーブル信号（ＤＥ２）を生成
してタイミングコントローラ３０に供給する。
【００５６】
　画像信号変調手段１００は、第１データ（Ri,Gi,Bi）から輝度成分Ｙを抽出し、抽出さ
れた輝度成分Ｙを用いて明暗比が強調された第２データ（Ro,Go,Bo）を生成する。このた
め、画像信号変調手段１００は、輝度／色分離部１０４、遅延部１０６、輝度／色ミキシ
ング部１０８、ヒストグラム分析部１１０、記憶部１１２、平均値算出部１１４、データ
処理部１１６及び第１加重値付与部１２４を具備する。
【００５７】
　輝度／色分離部１０４は、式（１）乃至（３）を用いて第１データ（Ri,Gi,Bi）を輝度
成分Ｙ及び色差成分Ｕ，Ｖに分離する。ヒストグラム分析部１１０は、輝度成分Ｙをフレ
ーム単位の階調に区分して図５Ａ乃至図５Ｄのようなヒストグラムを生成する。ここで、
ヒストグラムの形は第１データ（Ri,Gi,Bi）に対応して多様に設定される。
【００５８】
　記憶部１１２は、ヒストグラム分析部１１０から供給されるヒストグラムを記憶する。
ここで、記憶部１１２には、現在フレームに隣接した少なくとも二つのフレーム分のヒス
トグラムが記憶される。第１加重値付与部１２４は、記憶部１１２に記憶されたヒストグ
ラムに加重値を付与する。ここで、加重値付与部１２４は、現在フレームに隣接したフレ
ームであるほど高い加重値を付与する。
【００５９】
　平均値算出部１１４は、記憶部１１２に含まれたヒストグラムの平均を算出する。言い
換えると、平均値算出部１１４は、記憶部１１２に記憶された複数のヒストグラムを平均
値に変換して一つの平均ヒストグラムを生成する。ここで、加重値付与部１２４から付与
された加重値により現在フレームに隣接したフレームであればあるほど平均ヒストグラム
に多い影響を与える。
【００６０】
　データ処理部１１６は、平均値算出部１１４で算出された平均ヒストグラムを用いて明
暗比が強調された変調された輝度成分ＹＭを生成する。遅延部１０６は、データ処理部１
１６で変調された輝度成分ＹＭが生成されるまで色差成分Ｕ，Ｖを遅延して輝度／色ミキ
シング部１０８に供給する。
【００６１】
　輝度／色ミキシング部１０８は、変調された輝度成分ＹＭ及び遅延された色差成分ＵＤ
，ＶＤを用いて明暗比が強調された第２データ（Ro,Go,Bo）を生成する。ここで、輝度／
色ミキシング部１０８は、式（５）乃至（７）を用いて第２データ（Ro,Go,Bo）を生成す
る。
【００６２】
　輝度／色ミキシング部１０８から生成された第２データ（Ro,Go,Bo）は選択部１３２に
供給される。
【００６３】
　画像判別部１３１は、ヒストグラム分析部１１０で分析されたヒストグラムと平均値算
出部１１４で生成された平均ヒストグラムを用いて液晶パネル２２に表示される画像を判
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別する。言い換えると、画像判別部１３１は、液晶パネル２２に表示される画像が動画ま
たは静止画なのかを判別する。
【００６４】
　このため、画像判別部１３１は、第１画像判別因子検出部１２６と、第２画像判別因子
検出部１２８、比較部１３０及び第２加重値付与部１３３とを具備する。
【００６５】
　第１画像判別因子検出部１２６は、ヒストグラム分析部１１０から分析されたヒストグ
ラムから第１画像判別因子を検出する。ここで、第１画像判別因子は、平均値、最頻値、
中心値、中間値、最大値、最小値及び範囲値を含む。平均値はヒストグラム階調の平均値
を意味する。（すなわち、一フレーム階調の平均値） 最頻値はヒストグラムで最高頻度
数を持つ階調値を意味する。中心値はヒストグラムに現われた階調値を頻度数に従って並
べる時、その中間に位置する値を意味する。例えば、"１"の階調３回、"２"の階調１回、
"３"の階調２回、"４"の階調１回のヒストグラムで階調値を頻度数に従って並べると、"
１１１２３３４"のように現われて、ここで中間に位置する値は"２"であるから中心値は"
２"に選択される。
【００６６】
　中間値は、ヒストグラムで最大階調値及び最小階調値の間に現われる中間階調値を意味
する。最大値は、ヒストグラムで示す最大階調値を意味する。最小値は、ヒストグラムで
現われる最小階調値を意味する。範囲値は、ヒストグラムに現われる階調値の範囲値とし
て最大階調値から最小階調値を減して求められる。第１画像判別因子検出部１２６で第１
画像判別因子が検出された後、第２加重値付与部１３３はそれぞれの判別因子に所定の加
重値を付与する。実際に、第２加重値付与部１３３は、判断の信頼度を高めるように画像
の特徴を示すことができる判別因子に高い加重値を付与する。例えば、第２加重値付与部
１３３は、画像の特徴を最も最もよく示すことができる平均値及び最頻値に最も高い加重
値を付与して、範囲値に中間加重値を付与する。また、第２加重値付与部１３３は、最大
値、最小値、中心値及び中間値に低い加重値を付与する。
【００６７】
　第２加重値付与部１３３から第１画像判別因子に加重値が付与された後、第１画像判別
因子検出部１２６は、加重値が付与された判別因子を一つの値（以後、"第１判別因子"と
いう）に変換した後、比較部１３０に供給する。ここで、複数の判別因子を一つの値に変
換する方法は多様に設定することができる。例えば、それぞれの値を加えるとか、加えた
値を第１画像判別因子の数に分けることができる。
【００６８】
　第２画像判別因子検出部１２８は、平均値算出部１１４から分析された平均ヒストグラ
ムから第２画像判別因子を検出する。ここで、第２画像判別因子は、平均値、最頻値、中
心値、中間値、最大値、最小値及び範囲値を含む。第２画像判別因子検出部１２８で第２
画像判別因子が検出された後、第２加重値付与部１３３はそれぞれの判別因子に所定の加
重値を付与する。ここで、第２加重値付与部１３３は第１画像判別因子と同一な加重値を
第２画像判別因子で付与する。
【００６９】
　第２加重値付与部１３３から第２画像判別因子に加重値が付与された後、第２画像判別
因子検出部１２８は、加重値が付与された判別因子を一つの値（以後"第２判別因子"とい
う）に変換した後、比較部１３０に供給する。ここで、第２判別因子を生成する算式は第
１判別因子を生成する算式と同一に設定される。
【００７０】
　比較部１３０は、第１判別因子と第２判別因子の類似性を検出する。例えば、比較部１
３０は、第１判別因子及び第２判別因子が予め設定された所定の範囲内に含まれた場合、
現在表示されている画像を静止画として判断し、その以外の場合には現在表示されている
画像を動画と判断する。ここで、所定の範囲は、液晶パネル２２のインチ及び解像度など
により多様に設定される。実際に、所定の範囲は、液晶パネル２２のインチ及び解像度を
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考慮して実験的に決まる。
【００７１】
　一方、比較部１３０は、現在表示される画像が静止画として判断される場合、第１制御
信号を選択部１３２及びバックライト制御部１２１に供給して、その以外の場合（動画）
には第２制御信号を選択部１３２及びバックライト制御部１２１に供給する。
【００７２】
　選択部１３２は、第１制御信号が供給される場合、第１データ（Ri,Gi,Bi）をタイミン
グコントローラ３０に供給し、第２制御信号が供給される場合、第２データ（Ro,Go,Bo）
をタイミングコントローラ３０に供給する。
【００７３】
　バックライト制御部１２１は、第２制御信号が供給される場合、第２判別因子に対応す
る輝度の光が供給されるように明るさ制御信号（Dimming）を生成する。すなわち、バッ
クライト制御部１２１は、液晶パネル２２で動画が表示される場合、力動的で鮮やかな画
像が表示されるように第２判別因子に対応する明るさ制御信号（Dimming）を生成してイ
ンバータ３６に供給する。
【００７４】
　また、バックライト制御部１２１は、第１制御信号が供給される場合、予め設定された
輝度の光（例えば、従来と同一な輝度の光）が生成されるように明るさ制御信号（Dimmin
g）を生成する。すなわち、バックライト制御部２１は、液晶パネル２２で静止画が表示
される場合、一定の輝度の光が供給されるように明るさ制御信号（Dimming）を生成する
ことによって静止画を表示する間に輝度が変化されることを防止することができる。
【００７５】
　上述したように、本発明の他の実施の形態による画質改善部４２では、液晶パネル２２
で静止画を表示する場合、外部から入力された第１データ（Ri,Gi,Bi）を出力すると共に
バックライトで一定の輝度の光が供給されるようにすることによって輝度が変化されるこ
とを防止することができ、液晶パネル２２で動画を表示する場合、第２データ（Ro,Go,Bo
）を出力すると共にバックライトの輝度を変化させることによって明暗比が強調された力
動的な画像を表示することができる。
【００７６】
　一方、図６に図示された本発明の他の実施の形態による画質改善部４２は、液晶パネル
２２の全領域の輝度を分析するようになる。しかし、このように液晶パネル２２の全領域
の輝度を分析するようになると、実際に表示される画像に対応して正確な輝度の制御が困
難である。
【００７７】
　これを詳しく説明する。液晶パネル２２には多様な画像が表示される。例えば、ＤＶＤ
の画像を表示する場合、図７Ａのように液晶パネル２２の上側部２００及び下側部２０２
では静止画が表示されるようになる（意外にも上側部２００及び／または下側部２０２に
静止画が表示される場合がたくさんある）。したがって、液晶パネル２２の全領域で輝度
を分析するようになると静止画を除外した実際に表示される画像に対応する輝度を正確に
制御することができない問題点が発生する。
【００７８】
　このような問題点を克復するために、図８のような本発明の他の実施の形態による画質
改善部４２が提案される。図８を説明する時、図６に図示された画質改善部と同一な機能
をするブロックは同一符号を付して簡略に説明することにする。
【００７９】
　図８を参照すると、本発明の他の実施の形態による画質改善部４２は、第１データ（Ri
,Gi,Bi）を用いて第２データ（Ro,Go,Bo）を生成するための画像信号変調手段１００と、
画像信号変調手段１００の制御により明るさ制御信号（Dimming）を生成するためのバッ
クライト制御部１２１と、第２垂直／水平同期信号（Vsync２,Hsync２）、第２クロック
信号（ＤＣＬＫ２）、第２データイネーブル信号（ＤＥ２）を生成するための制御部１２
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２と、静止画または動画を判別するための画像判別部１３１と、画像判別部１３１の制御
により駆動される選択部１３２とを具備する。
【００８０】
　制御部１２２は、システム４０から入力される第１垂直／水平同期信号（Vsync１, Hsy
nc１）、第１クロック信号（ＤＣＬＫ１）及び第１データイネーブル信号（ＤＥ１）を受
信する。及び、制御部１２２は選択部１３２から出力される第１データ（Ri,Gi,Bi）また
は第２データ（Ro,Go,Bo）に同期するように第２垂直／水平同期信号（Vsync２, Hsync２
）、第２クロック信号（ＤＣＬＫ２）及び第２データイネーブル信号（ＤＥ２）を生成し
てタイミングコントローラ３０に供給する。
【００８１】
　画像信号変調手段１００は、第１データ（Ri,Gi,Bi）から輝度成分Ｙを抽出して、抽出
された輝度成分Ｙ中一部領域の輝度成分（YA）を用いて明暗比が強調された第２データ（
Ro,Go,Bo）を生成する。このために、画像信号変調手段１００は輝度／色分離部１０４、
遅延部１０６、輝度／色ミキシング部１０８、領域設定部１８０、ヒストグラム分析部１
５２、記憶部１５４、平均値算出部１５６、データ処理部１１６及び第１加重値付与部１
２４を具備する。
【００８２】
　輝度／色分離部１０４は、式（１）乃至（３）を用いて第１データ（Ri,Gi,Bi）を輝度
成分Ｙ及び色差成分Ｕ，Ｖに分離する。
【００８３】
　領域設定部１８０は、液晶パネル２２の一定の領域に供給されるデータの輝度成分（YA
）を抽出する。例えば、領域設定部１８０は、図７Ｂのように液晶パネル２２の中心部に
供給されるデータの輝度成分（YA）を抽出するようになる。このように液晶パネル２２の
中心部に供給されるデータの輝度成分（YA）が抽出されるようになると上側部２００及び
下側部２０２に供給されるデータの輝度成分が含まれない。
【００８４】
　ヒストグラム分析部１５２は、領域設定部１８０で抽出された輝度成分（YA）をフレー
ム単位の階調に区分してヒストグラムを生成する。記憶部１５４は、ヒストグラム分析部
１５２から供給されるヒストグラムを記憶する。ここで、記憶部１５４には、現在フレー
ムに隣接した少なくとも二つのフレーム分のヒストグラムが記憶される。第１加重値付与
部１２４は、記憶部１５４に記憶されたヒストグラムに加重値を付与する。ここで、第１
加重値付与部１２４は、現在フレームに隣接したフレームのヒストグラムであるほど高い
加重値を付与する。
【００８５】
　平均値算出部１５６は、記憶部１５４に含まれたヒストグラムの平均を算出する。言い
換えると、平均値算出部１５６は、記憶部１５４に記憶された複数のヒストグラムを平均
値に変換して一つの平均ヒストグラムを生成する。ここで、加重値付与部１２４から付与
された加重値により現在フレームに隣接したフレームであればあるほど平均ヒストグラム
に高い影響を与える。
【００８６】
　データ処理部１１６は、平均値算出部１５６で算出された平均ヒストグラムを用いて輝
度／色分離部１０４から供給される輝度成分Ｙの明暗比が強調されるように変調された輝
度成分ＹＭを生成する。遅延部１０６は、データ処理部１１６で変調された輝度成分ＹＭ
が生成されるまで色差成分Ｕ，Ｖを遅延して輝度／色ミキシング部１０８に供給する。
【００８７】
　輝度／色ミキシング部１０８は、変調された輝度成分ＹＭ及び遅延された色差成分ＵＤ
，ＶＤを用いて明暗比が強調された第２データ（Ro,Go,Bo）を生成する。輝度／色ミキシ
ング部１０８から生成された第２データ（Ro,Go,Bo）は選択部１３２に供給される。
【００８８】
　画像判別部１３１は、現在フレームの画像が静止画または動画なのかを判別する。この
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ため、画像判別部１３１は、第１画像判別因子検出部１５８と、第２画像判別因子検出部
１６０、比較部１６２及び第２加重値付与部１６１とを具備する。
【００８９】
　第１画像判別因子検出部１５８は、ヒストグラム分析部１５２から分析されたヒストグ
ラムから第１画像判別因子を検出する。ここで、第１画像判別因子は、平均値、最頻値、
中心値、中間値、最大値、最小値及び範囲値を含む。第１画像判別因子検出部１５８で第
１画像判別因子が検出された後、第２加重値付与部１６１は画像の特徴を示すことができ
る判別因子に高い加重値を付与する。例えば、第２加重値付与部１６１は、平均値及び最
頻値に高い加重値を付与して、範囲値に中間加重値を付与する。また、第２加重値付与部
１６１は、最大値、最小値、中心値及び中間値に低い加重値を付与する。
【００９０】
　第２加重値付与部１６１から第１画像判別因子に加重値が付与された後、第１画像判別
因子検出部１５８は加重値が付与された判別因子を所定の算式で計算して第１判別因子を
生成し、生成された第１判別因子を比較部１６２に供給する。ここで、第１判別因子は加
重値が付与された判別因子を全て加えて生成される。また、第１判別因子は全て加わった
判別因子を所定の値で分けて生成される。
【００９１】
　第２画像判別因子検出部１６０は、平均値算出部１５６から分析された平均ヒストグラ
ムから第２画像判別因子を検出する。ここで、第２画像判別因子は、平均値、最頻値、中
心値、中間値、最大値、最小値及び範囲値を含む。第２画像判別因子検出部１６０で第２
画像判別因子が検出された後、第２加重値付与部１６１はそれぞれの判別因子に所定の加
重値を付与する。ここで、第２加重値付与部１６１は、第１画像判別因子と同一な加重値
を第２画像判別因子として付与する。
【００９２】
　第２加重値付与部１６１から第２画像判別因子に加重値が付与された後、第２画像判別
因子検出部１６０は、加重値が付与された判別因子を所定の算式で計算して第２判別因子
を生成し、生成された第２判別因子を比較部１６２に供給する。第２判別因子を生成する
算式は第１判別因子を生成する算式と同一に設定される。
【００９３】
　比較部１６２は、第１判別因子と第２判別因子の類似性を検出する。例えば、比較部１
６２は、第１判別因子及び第２判別因子が予め設定された所定の範囲内に含まれた場合現
在表示される画像を静止画として判断し、その以外の場合には現在表示される画像を動画
と判断する。ここで、所定範囲は液晶パネル２２の大きさ及び解像度を考慮して実験的に
決まる。
【００９４】
　一方、比較部１６２は、現在表示される画像が静止画として判断される場合、第１制御
信号を選択部１３２及びバックライト制御部１２１に供給し、その以外の場合には第２制
御信号を選択部１３２及びバックライト制御部１２１に供給する。
【００９５】
　選択部１３２は、第１制御信号が供給される場合、第１データ（Ri,Gi,Bi）をタイミン
グコントローラ３０に供給し、第２制御信号が供給される場合、第２データ（Ro,Go,Bo）
をタイミングコントローラ３０に供給する。
【００９６】
　バックライト制御部１２１は、第２制御信号が供給される場合、第２判別因子に対応す
る輝度の光が供給されるように明るさ制御信号（Dimming）を生成する。すなわち、バッ
クライト制御部１２１は、液晶パネル２２に動画が表示される場合、力動的で鮮やかな画
像が表示されるように第２判別因子に対応する明るさ制御信号（Dimming）を生成してイ
ンバータ３６に供給する。
【００９７】
　また、バックライト制御部１２１は、第１制御信号が供給される場合、予め設定された
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輝度の光（例えば、従来と同一な輝度の光）が生成されるように明るさ制御信号（Dimmin
g）を生成する。すなわち、バックライト制御部２１は、液晶パネル２２に静止画が表示
される場合、一定の輝度の光が供給されるように明るさ制御信号（Dimming）を生成する
ことによって静止画を表示する間に輝度が変化されることを防止することができる。
【００９８】
　上述したように、本発明の他の実施の形態による画質改善部４２では、液晶パネル２２
の中心領域の輝度成分のみを用いてヒストグラムを生成するので、実際に表示される画像
に対応して輝度を制御することができる。また、液晶パネル２２の中心領域の輝度成分の
みを用いてヒストグラムを生成するので、静止画及び動画を正確に判断することができる
。
【００９９】
　上述したように、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法及び駆動装置によれば、第１デ
ータから輝度成分を抽出し、抽出された輝度成分を用いて明暗比が拡張された第２データ
を生成することによって生動感のある画像を表示することができる。また、第１データか
ら抽出された輝度成分を用いてバックライトの輝度を制御することによって生動感のある
画像を表示することができる。また、本発明では、液晶パネルに静止画が表示されると判
断される時、一定の輝度の光が供給されるようにバックライトを制御すると共に第１デー
タをタイミングコントローラで供給することによって静止画で輝度が変化されることを防
止することができる。また、本発明では、液晶パネルの中心領域で抽出された輝度成分を
用いてヒストグラムを生成するので、実際に表示される画像に対応して輝度を制御するこ
とができる。 
【０１００】
　以上説明した内容を通じて当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な
変更及び修正ができる。したがって、本発明の技術的範囲は明細書の詳細な説明に記載し
た内容に限定されるのではなく特許請求の範囲により決められなければならない。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】従来の液晶表示装置の駆動装置を示す図面。
【図２】本発明の実施の形態による液晶表示装置の駆動装置を示す図面。
【図３】図２に図示された画質改善部の第１実施の形態を示すブロック図。
【図４】図３に図示されたバックライト制御部で輝度を制御するための輝度領域を示す図
面。
【図５Ａ】図２に図示されたヒストグラム分析部で生成されるヒストグラムを示す図面。
【図５Ｂ】図２に図示されたヒストグラム分析部で生成されるヒストグラムを示す図面。
【図５Ｃ】図２に図示されたヒストグラム分析部で生成されるヒストグラムを示す図面。
【図５Ｄ】図２に図示されたヒストグラム分析部で生成されるヒストグラムを示す図面。
【図６】図２に図示された画質改善部の第２実施の形態を示すブロック図。
【図７Ａ】液晶パネルの領域を示す図面。
【図７Ｂ】液晶パネルの領域を示す図面。
【図８】図２に図示された画質改善部の第３実施の形態を示すブロック図。
【符号の説明】
【０１０２】
　２、２２　液晶パネル、４、２４　データドライバ、６、２６　ゲートドライバ、８、
２８　ガンマ電圧供給部、１０、３０　タイミングコントローラ、１２、３２　電源供給
部、１４、３４　ＤＣ／ＤＣ変換部、１６、３６　インバータ、１８、３８　バックライ
ト、２０、４０　システム、４２　画質改善部、１００　画像信号変調手段、１０２　バ
ックライト制御手段、１０４　輝度／色分離部、１０６　遅延部、１０８　輝度／色ミキ
シング部、１１０、１５２　ヒストグラム分析部、１１２、１５４　記憶部、１１４、１
５６　平均値算出部、１１６　データ処理部、１１８　制御値抽出部、１２０、１２１　
バックライト制御部、１２２　制御部、１２４　加重値付与部、１３０、１６２　比較部
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、１３１　画像判別部、１３２　選択部、１２６、１２８、１５８、１６０　画像判別因
子検出部。
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